
新たな流行シナリオを踏まえた香川県の患者推計

◎推計の前提条件

①推計モデル 「高齢者群中心モデル」

②実効再生産数 「１．７」

③社会への協力要請を行うタイミング

基準日（人口１０万人当たりの週平均新規感染者数が２．５人となった日香川県の場合２５人）

から「１日後」

全療養者数
うち、

入院患者数
うち、

重症患者数
１日最大新規感染者数

人数
※（日数）

２２７
（５１日）

１５４ ２２
１７

（４１日）

※１人目の新規感染者の報告の２週間前からの日数

■ピーク時の療養者数



社会への協力要請を行うタイミング

◎これまでの本県の状況
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◎タイミングによる変化

4月14日
「香川県緊急事態」宣言
を発出し要請 7月17日

感染警戒期に
位置づけ要請
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新たな推計に基づく病床確保計画

段階的な病床の確保

これまでの確保病床数 新たな確保病床数

１６３床 （うち、重症者１５床） １７５床 （うち、重症者２２床）

※即応病床数・・・患者の発生・受入れ要請があれば、即時に患者受入れを行う病床数

フ
ェ
ー
ズ

移行のタイミング

※即応病床（計画）数
フェーズ移行時の

入院患者数
宿泊療養施設

療養可能
数

①+③

療養者数
②+④即応病床

計画数①
うち重症患

者用
入院患者
数②

うち重症者
数

居室数
③

療養者数
④

１ （準備期） ５３ ６ １７ ２ １０１ １０ １５４ ２７

２
入院患者数がフェーズ1の
即応病床の1/3を超える ９９ １３ ４９ ７ １０１ ２６ ２００ ７５

３
入院患者数がフェーズ2の
即応病床の1/2を超える １７５ ２２ １５４ ２２ １０１ ７３ ２７６ ２２７
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46床追加

76床追加
【推計最大入院者数】

154人（52日目）
▼

【推計最大療養者数】
227人（51日目）

▼

全療養者数
（入院＋宿泊療養者）

新型コロナウイルス感染症
以外の一般医療

175



新たな患者推計を踏まえた検査体制について

２．検査分析の状況

ピーク時需要 根拠

３０８件／日

• １日最大新規感染者数 １７人
• 香川県の最多感染時の陽性率 １１％
• 香川県の１人当たり濃厚接触者数 ９人

（１７÷１１％＋１７人×９人＝３０８件）

現状 最大（ピーク時）

検査能力（合計） ２９０ ６３３

環境保健研究センター １４４ ２９７

民間検査機関 １０６ １４６

医療機関等 ４０ １９０

１．検査需要

（件／日）


